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釜ヶ谷桟道（安田町）

　11 月 4 日、高知県馬路村魚梁瀬において、森林鉄道と千本山のヤナ

セスギを訪ねるツアーを実施しました。� （詳細は 1頁）

ヤナセスギを見上げて

親子杉の幹周りを調査。大人何人分かな？
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一
一
月
四
日
、
高
知
県
馬
路

村
魚
梁
瀬
に
お
い
て
、
昭
和

三
八
年
に
廃
線
に
な
っ
た
魚
梁

瀬
森
林
鉄
道
と
千
本
山
林
木
遺

伝
資
源
保
存
林
の
ヤ
ナ
セ
ス
ギ

を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
公
募
に
よ
る
二
三
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
バ
ス
の
中
で
、

「
中
芸
地
区
森
林
鉄
道
遺
産
を

保
存
・
活
用
す
る
会
」
が
作
成

し
た
ビ
デ
オ
で
森
林
鉄
道
の
歴

史
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
を
つ

け
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
安
田
川
沿
い
に
残

る
明
神
口
橋
と
オ
オ
ム
カ
エ
隧

道
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
馬
路
村
魚
梁
瀬
の

「
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
遺
産
」
を

メ
イ
ン
会
場
に
、
「
全
国
せ
ま

い
線
路
サ
ミ
ッ
ト
in
高
知
」
が

開
催
さ
れ
て
い
た
た
め
、
地
元

の
案
内
人
の
協
力
を
得
る
こ
と

が
出
来
ず
全
て
職
員
で
案
内
説

明
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
の
途
中
で
、
想
定
外
の

質
問
に
も
何
と
か
対
応
し
な
が

ら
、
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す

る
と
、
参
加
者
か
ら
は
、
先
達

の
施
工
技
術
に
感
嘆
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
魚
梁
瀬
の
丸
山
公
園

に
あ
る
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
（
一

周
、
四
〇
〇
ｍ
）
で
体
験
乗
車

を
行
い
、
最
後
に
、
こ
の
日
、

一
番
の
関
心
が
高
か
っ
た
魚
梁

瀬
の
シ
ン
ボ
ル
千
本
山
を
め
ざ

し
ま
し
た
。
説
明
を
聞
き
な
が

ら
森
を
散
策
し
、
当
初
は
、
展

望
台
ま
で
行
く
予
定
で
し
た

が
、
予
定
時
間
が
大
幅
に
ず
れ

込
み
、
「
親
子
ス
ギ
」
ま
で
の

見
学
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
今
度
は
ゆ
っ
く
り
と
展
望

台
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
下
さ
い

ね
。
」
と
残
念
が
る
参
加
者
も

い
ま
し
た
。

森
林
鉄
道
遺
産
の
説
明
（
隧
道
）

　「
千
本
山
と
森
林
鉄
道
を
訪
ね
て
」

　
　
～
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
～

〈
指
導
普
及
課
〉

　

一
一
月
九
日
、
四
国
森
林
管

理
局
に
お
い
て
「
四
国
国
有
林

野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協
議

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
地
域
社
会
と

国
有
林
野
事
業
の
連
携
強
化
を

図
り
、
地
域
産
業
の
振
興
、
住

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。
会
議
に
は
管
内
七
署

（
所
）
の
有
志
協
議
会
の
代
表

世
話
人
で
あ
る
市
町
村
長
、
新

木
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
局
幹

部
、
林
野
庁
か
ら
飛
山
職
員
・

厚
生
課
長
、
寺
川
森
林
保
護
対

策
室
長
が
出
席
し
、
協
議
会
会

長
で
あ
る
上
治
馬
路
村
長
の
議

事
進
行
に
よ
り
、
「
国
産
材
利

用
の
促
進
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協
議
会
を
開
催

〈
企
画
調
整
室
〉

マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

代
表
世
話
人
か
ら
は
、
次
の

よ
う
な
意
見
・
提
言
等
が
あ
り

ま
し
た
。

○�　

搬
出
間
伐
を
進
め
る
に
当

た
り
Ｃ
・
Ｄ
材
と
呼
ば
れ
る

単
価
の
安
い
材
の
取
扱
い
と

し
て
、
、
流
通
・
消
費
の
整

備
対
策
が
急
務
で
あ
る
。

○�　

木
材
の
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
な
施

策
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば

需
要
サ
イ
ド
と
供
給
サ
イ
ド

の
橋
渡
し
と
な
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
設
け
て
は
ど
う

か
。

○�　

シ
カ
食
害
に
つ
い
て
、
新

規
の
植
林
地
に
お
け
る
被
害
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が
拡
大
し
て
い
る
。
国
有
林

職
員
の
派
遣
を
含
め
た
技
術

提
供
等
を
行
う
な
ど
、
民
有

林
と
国
有
林
が
連
携
し
た
四

国
全
体
で
の
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

○�　

集
約
化
や
機
械
の
導
入
を

進
め
て
い
る
が
、
急
傾
斜
地

で
は
路
網
の
整
備
は
難
し
い

こ
と
や
技
術
者
の
育
成
な
ど

課
題
も
多
い
。
基
本
的
な
研

修
に
つ
い
て
、
指
導
者
の
派

遣
、
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の

国
有
林
の
提
供
な
ど
支
援
を

し
て
ほ
し
い
。

○�　

林
道
、
作
業
道
の
管
理
に

つ
い
て
、
災
害
防
止
に
対

す
る
研
修
な
ど
人
材
育
成
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

○�　

緑
の
回
廊
の
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
知
り
た
い
。

○�　

間
伐
等
の
必
要
性
の
Ｐ
Ｒ

と
し
て
、
小
中
学
校
で
の
森

林
教
室
の
実
施
な
ど
が
必
要

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
意
見
・
提
言
等

に
つ
い
て
、
熱
心
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
国
森
林

管
理
局
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
「
森
林
・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
」
の
実
現
に
向
け
て
、

民
有
林
と
の
更
な
る
連
携
を
図

り
、｢

国
民
の
森
林
」
と
し
て

相
応
し
い
国
有
林
の
管
理
経
営

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

局長挨拶

　

伊
予
之
二
名
島
古
事
の
森
育

成
協
議
会
で
は
、
松
山
城
、
道

後
温
泉
な
ど
木
の
文
化
を
象
徴

す
る
伝
統
的
木
造
建
造
物
の
修

復
材
確
保
を
目
的
に
平
成
一
九

年
度
に
「
伊
予
之
二
名
島
古
事

の
森
」
の
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
六
回
目
の
森
づ
く
り

　「
古
事
の
森
」
次
代
へ
の
森
づ
く
り
活
動

〈
指
導
普
及
課
〉

　

開
会
の
挨
拶

活
動
が
一
〇
月
二
七
日
、
愛
媛

県
久
万
高
原
町
（
石
鎚
山
系
の

中
腹
）
の
サ
ル
谷
山
国
有
林
で
、

一
般
公
募
に
よ
る
総
勢
一
六
名

の
参
加
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
育
成
協
議
会
の
深
見

副
会
長
か
ら
、
「
伝
統
的
木
造

建
造
物
と
、
次
代
に
引
き
継
が

れ
る
べ
き
文
化
財
の
保
存
と
存

続
の
た
め
の
有
意
義
な
作
業
で

あ
り
、
森
の
恩
恵
を
感
じ
て
く

だ
さ
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
作
業
に
取
り
か
か
り
ま

し
た
。

　

森
づ
く
り
の
作
業
と
し
て
、

森
林
管
理
の
た
め
の
歩
道
の
修

理
と
、
植
栽
木
の
生
育
確
認
及

び
補
植
箇
所
の
刈
り
だ
し
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
昨
年
同
様
、
今
年
も
イ
ノ

シ
シ
の
被
害
と
み
ら
れ
る
根
元

の
掘
り
返
し
被
害
が
発
生
し
て

お
り
、
修
復
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
よ
り
作
業
時
期

が
遅
か
っ
た
の
で
す
が
、
蜂
の

巣
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
作
業

を
早
め
に
切
り
上
げ
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
一
部
保
護
チ
ュ
ー

ブ
の
撤
去
も
し
て
は
と
の
意
見

も
あ
り
、
育
成
協
議
会
で
は
、

獣
害
状
況
と
林
木
の
生
育
の
状

況
を
見
な
が
ら
森
林
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

作
業
終
了
後
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森
林
の
は
た
ら
き
と
土
壌

に
関
す
る
総
合
学
習

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
〇
月
二
日
、
四
万
十
市

立
蕨
岡
小
学
校
の
四
、
五
年
生

一
九
名
を
対
象
に
、
「
森
林
の

は
た
ら
き
」
と
「
土
壌
に
す
む

生
物
」
に
つ
い
て
出
前
授
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
「
森
林
の
は
た
ら
き
」

に
つ
い
て
説
明
を
行
う
に
あ
た

り
、
子
ど
も
た
ち
に
山
や
「
森

林
」
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
す

る
こ
と
を
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
、
動
物
、
水
、
川
、
虫
な
ど

の
動
植
物
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
回

答
が
多
く
、
森
林
の
役
割
に
つ

い
て
は
さ
ほ
ど
意
識
し
て
い
な

い
よ
う
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
「
森
林
の
は
た
ら

き
」
に
つ
い
て
、
改
め
て
七
つ

の
項
目
に
分
け
て
説
明
す
る

と
、
「
森
林
」
と
は
自
分
た
ち

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
、
説
明
の
前
に

列
挙
し
て
も
ら
っ
た
事
柄
も
こ

の
「
七
つ
の
は
た
ら
き
」
中
で

密
接
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る
の

だ
と
実
感
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

　

「
土
壌
に
す
む
生
物
」
で
は
、

事
前
に
学
校
へ
「
野
菜
」
、
「
枯

葉
」
、
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
埋

設
に
行
っ
た
際
、
先
生
か
ら
「
野

菜
の
堅
い
芯
や
根
菜
類
が
ど
う

な
る
か
も
実
験
し
た
い
」
と
の

要
望
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
一
ヶ

月
余
り
で
完
全
に
分
解
さ
れ
て

い
る
か
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

い
ざ
掘
り
起
こ
し
て
み
る

と
、
堅
い
芯
も
根
菜
も
見
事
に

分
解
さ
れ
て
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
ち
ら
は
ホ
ッ
と
一
安
心
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
土
壌
生

物
の
は
た
ら
き
に
感
心
が
深
ま

り
、
さ
ら
に
関
心
を
持
っ
て
く

れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

土
壌
生
物
の
観
察

三
校
で
木
工
ク
ラ
フ
ト

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
〇
月
は
、
四
万
十
市
立
後

川
中
学
校
、
同
市
立
中
村
南
小

学
校
、
土
佐
清
水
市
立
幡
陽
小

学
校
の
三
校
か
ら
木
工
ク
ラ
フ

ト
の
支
援
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

■　

■　

■

　

八
日
の
後
川
中
学
校
は
一
年

生
八
名
が
対
象
で
、
七
月
に
も

当
セ
ン
タ
ー
が
出
向
い
て
、
樹

木
が
吸
収
す
る
二
酸
化
炭
素
蓄

積
量
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
で

樹
木
が
吸
収
し
た
二
酸
化
炭
素

が
貯
え
ら
れ
た
木
材
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
こ
と
の
理
解
を
深
め
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
。

　

二
〇
日
の
中
村
南
小
学
校
は

四
年
生
四
五
名
と
保
護
者
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
昨
年
度
も
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
保
護
者

に
も
、
森
林
、
林
業
、
自
然
環

境
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
良
い
機
会
に
な
る

と
、
よ
り
多
く
の
保
護
者
が
参

加
で
き
る
土
曜
日
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
初
め
に
、
「
森
林
の

は
た
ら
き
」
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
「
昨
年
よ
り
も

　

木
工
作
品
制
作
中


